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 蒸し暑い日、肌寒さを感じる日と今夏も

異常な気候が続きます、感染症（O１５７等） 

が心配です。手洗いを実行し、食中毒に気

をつけましょう。 

 年度はじめに掲げた行事計画も、会員皆

様のご協力を持って順調に進んでいます。 

各行事にはお声を掛け合って、大勢で盛り

上げて頂きたく宜しくお願い致します。 

 老人の交通事故が、年々増加傾向です。 

自転車の規制も厳しくなりました、外出時

の交通安全を肝に銘じ『わが身は自分で守『わが身は自分で守『わが身は自分で守『わが身は自分で守

る』を実践して下さい。る』を実践して下さい。る』を実践して下さい。る』を実践して下さい。     会長   

 

 

 

            若若若若    生生生生    会会会会    だだだだ    よよよよ    りりりり    
 

 

           №№№№92929292 号号号号    
 

         平成平成平成平成 2222８８８８年年年年 8888 月月月月 1111 日日日日    
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第第第第

58585858
回

定

期

総

会

開

催

回

定

期

総

会

開

催

回

定

期

総

会

開

催

回

定

期

総

会

開

催    

 

田

ん

ぼ

の

緑

が

鮮

や

か

な

季

節

の

中

、

５

月

15

日(

日)

午

前

１ ０

時

よ

り

海

蔵

小

学

校

体

育

館

に

於

い

て

第

58
回

定

期

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

会

員

四

百

十

三

名

中

、

本

人

出

席

八

十

六

名

・

委

任

状

出

席

三

百

五

名

で

、

吉

原

副

会

長

の

「

開

会

の

言

葉

」

か

ら

始

ま

り

｢

国

旗

に

敬

礼

」

｢

国

歌

の

斉

唱

」

｢

物

故

者

に

対

す

る

黙

祷

」

を

行

い

、

豊

田

会

長

の

あ

い

さ

つ

・

ご

来

賓

の

方

々

か

ら

ご

祝

辞

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

水

谷

連

合

自

治

会

長

か

ら

は

「

ま

ち

づ

く

り

」

に

つ

い

て

高

齢

者

の

役

割

と

地

域

の

「

横

と

の

つ

な

が

り

」

等

お

話

を

頂

き

ま

し

た

。

笹

岡

市

議

会

議

員

か

ら

は

地

域

の

情

勢

、

河

原

町

駅

・

阿

倉

川

駅

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

・

海

蔵

小

の

改

築

な

ど

身

近

な

お

話

を

聞

か

せ

て

頂

き

ま

し

た

、

他

の

四

名

の

ご

来

賓

の

方

々

の

紹

介

も

あ

り

ま

し

た

。 

 

来

賓

の

方

が

退

場

さ

れ

た

後

、

議

事

の

審

議

に

入

り

、

各

項

目

、

無

事

承

認

さ

れ

総

会

が

終

了

し

ま

し

た

。 

 

昼

食

後

、

午

後

か

ら

は

山

手

中

学

校

の

吹

奏

楽

部

の

皆

さ

ん

に

よ

る

演

奏

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。 

午

前

中

は

万

古

ま

つ

り

で

演

奏

し

て

、

午

後

か

ら

は

私

た

ち

の

総

会

で

の

演

奏

と

大

変

だ

っ

た

と

思

い

ま

し

た

が

、

皆

さ

ん

元

気

よ

く

テ

レ

ビ

で

よ

く

聴

い

て

い

る

コ

マ

ー

シ

ャ

ソ

ン

グ

等

い

つ

も

耳

に

し

て

い

る

音

楽

で

会

員

の

皆

さ

ん

を

楽

し

ま

せ

て

下

さ

い

ま

し

た

、

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

 

最

後

に

会

長

挨

拶

に

も

あ

り

ま

し

た

、

会

員

の

増

強

に

も

ご

協

力

を

お

願

い

致

し

ま

す

。 

 

会長挨拶 

議事説明 

山手中吹奏楽部の演奏会 
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   1. 平成 28 年度連合若生会 会務計画 （付四老連関係）   

          
   

実施時

期 実施項目   実施場所 実施時期 実施項目 実施場所 

３・4

月 

桜まつり奉仕 海蔵川堤防 5月～3月 施設訪問奉仕 ＹＭＣＡ 

5月 役員研修会 市民センター 5月 定期総会 海蔵小学校 

6月 世代間交流行事 海蔵小学校      4 月～3月 役員会  市民センター 

6月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷      

7 月 女性部奉仕作業 海蔵幼稚園 園庭 

3月 

施設訪問  

反省会 

市民センター 

8月 教養講座       市民センター 年 2回発行 編集委員会 市民センター 

9月 友愛訪問 地区内       

9 月 社会奉仕の日 地区内 四老連関係 

10 月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷 5月 通常総会 勤労会館 

10 月 教養講座  市民センター 6月 高齢者ＧＧ大会 四日市ドーム 

11 月 世代間交流行事 山手中学校 7月 趣味の作品展 文化会館 

12 月 雑巾の拠出 地区内 10 月 老人福祉大会 文化会館 

2月 役員研修会 市民センター 11 月 高齢者ＧＧ大会 四日市ドーム 

2月 世代間交流行事 海蔵小学校 11 月 大運動会 市体育館 

        

        

2.平成 28 年度収支予算書  
3.平成 28 年度連合若生会役員名簿 

収入の部        

科目  予算額 摘  要 役職名 氏名 備考 

繰越金 448,949  27 年度より 連合会長 豊田 好弘 野田  

会費 247,800  ＠６００×413 名 副会長 吉原 孝夫 末永会長 

市補助

金 

247,200  一般＋重点配分 会 計 

四老助

成金 

111,000  社会参加育成他 編集委員 

堀内 きぬ子 野田 

地区助

成金 

80,000  連合自治会・社協 会計監査 藤岡 ひさを 東阿倉川 

寄付金 
8,000  総会寸志 会計監査 伊藤 光子 西阿倉川 

雑収入 
80  その他雑収入 幹 事 高橋 和子 西阿第 1会長 

合計 
1,143,029    幹 事 伊藤 マリナ 西阿第２会長 

 
 

幹 事 近藤 幸子 東阿第 1会長 

    

  

 幹 事 山本 州江 東阿第２会長 

支出の部 幹 事 河合 健次郎 野田会長 

科 目 予算額 
  摘     要 幹 事 渥美 節生 三ツ谷会長 

単ク運

営費 197,200 ８クラブ（地区）分 

幹 事 森 かね 

みゆきヶ丘会

長 

負担金 82,600 ＠２００×会員数 413 名 保体部長 平野 芳輝 西阿倉川 

事業費 245,000 友愛訪問・ＧＧ大会 

会議費 110,000 定期総会他   

女性部長 

編集委員 

佐久間 照子 西阿倉川 

運営費 
508,229 

慶弔費他 
編集委員 岡本 ひさ子 野田 

合計 1,143,029   社協（花部）    渡辺 柳一 みゆきヶ丘 
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平

成

２８

年

度

第

一

回

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

大

会

が

海

蔵

川

河

川

敷

に

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

五

月

と

は

思

え

な

い

暑

さ

の

中

、

プ

レ

ー

開

始

ホ

ー

ル

イ

ン

ワ

ン

目

指

し

て

力

強

い

一

打

「

入

っ

た

・

出

た

」

と

老

人

会

の

方

々

と

は

思

え

な

い

ほ

ど

元

気

。

日

頃

の

練

習

の

成

果

を

発

揮

し

て

楽

し

く

笑

顔

で

２

ラ

ウ

ン

ド

が

終

了

し

ま

し

た

。 

 

プ

レ

ー

終

了

後

、

表

彰

式

が

行

わ

れ

、

優

勝

岡

本

ひ

さ

子

さ

ん

・

準

優

勝

近

藤

千

代

子

さ

ん

・

三

位

徳

丸

幸

子

さ

ん

上

位

三

名

の

方

に

表

彰

状

と

賞

品

が

手

渡

さ

れ

ま

し

た

。

ホ

ー

ル

イ

ン

ワ

ン

賞

・

今

年

は

飛

び

賞

の

代

り

に

抽

選

が

行

わ

れ

、

た

く

さ

ん

の

賞

品

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

次

回

に

は

た

く

さ

ん

の

方

の

参

加

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

地

域

の

人

た

ち

と

の

触

れ

合

い

友

達

づ

く

り

、

健

康

づ

く

り

に

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

は

最

適

な

ス

ポ

ー

ツ

だ

と

思

い

ま

す

。 

            

  
 

 
 

 
 

 
 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

    

 

小

学

一

年

生

と

若

生

会

の

昔

遊

び

交

流

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

最

初

に

児

童

が

「

今

日

は

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

と

元

気

な

声

で

挨

拶

を

し

て

く

れ

ま

し

た

。

若

生

会

会

長

よ

り

段

ボ

ー

ル

の

箱

に

「

み

ん

な

仲

良

し

一

年

生

」

と

書

き

、

ド

ラ

エ

モ

ン

の

ノ

ビ

タ

、

シ

ズ

カ

、

ス

ネ

オ

、

ジ

ャ

イ

ア

ン

の

絵

を

描

い

て

子

供

達

に

挨

拶

を

し

ま

し

た

。 

児

童

た

ち

は

「

ス

ゴ

イ

」

と

大

喜

び

で

し

た

。 

私

た

ち

若

生

会

会

員

は

お

手

玉

、

輪

投

げ

、

玉

入

れ

、

折

り

紙

、

ボ

ー

ル

投

げ

等

の

ル

ー

ル

を

教

え

ま

し

た

。

子

供

達

は

上

達

が

早

く

コ

ツ

を

つ

か

ん

で

楽

し

そ

う

に

遊

び

．

「

お

爺

ち

ゃ

ん

、

お

婆

ち

ゃ

ん

教

え

て

く

だ

さ

い

」

と

積

極

的

に

言

葉

が

出

て

、

会

員

と

楽

し

く

交

流

を

深

め

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

上

手

に

パ

ッ

カ

ン

が

開

い

て

音

が

出

た

時

の

児

童

達

の

嬉

し

そ

う

な

顔

が

印

象

的

で

し

た

。

出

来

て

も

出

来

な

く

て

も

一

生

懸

命

に

工

夫

し

て

遊

ぶ

子

供

達

の

姿

を

眺

め

て

い

る

私

達

も

顔

が

ほ

こ

ろ

び

、

子

供

達

以

上

に

楽

し

ま

せ

て

も

ら

っ

て

、

あ

っ

と

い

う

間

に

時

間

が

過

ぎ

て

し

ま

い

ま

し

た

。 

入

学

し

て

間

も

な

い

児

童

達

が

先

生

の

話

を

よ

く

聞

き

テ

キ

パ

キ

と

行

動

し

、

四

月

に

入

学

し

た

子

供

達

と

は

思

え

な

い

ほ

ど

成

長

し

た

姿

に

感

心

し

ま

し

た

。

 

最

後

に

児

童

達

か

ら

い

つ

ま

で

も

お

元

気

で

い

て

下

さ

い

と

手

を

振

っ

て

見

送

っ

て

く

れ

ま

し

た

。 

私

達

は

子

供

達

と

触

れ

合

い

の

場

が

持

て

た

こ

と 

に

感

謝

し

て

い

ま

す

。 

  

平

成

２８

年

６

月

22
日

、

梅

雨

時

期

の

雨

の

合

間

に

海

蔵

幼

稚

園

園

庭

の

草

取

り

を

若

生

会

女

性

部

と

男

性

役

員

に

よ

り

行

い

ま

し

た

。 

 

雨

が

多

く

雑

草

も

よ

く

伸

び

、

根

が

張

っ

て

取

る

の

に

大

変

で

し

た

が

、

見

る

見

る

う

ち

に

綺

麗

に

な

り

、

登

園

し

て

来

る

園

児

達

が

「

お

早

う

ご

ざ

い

ま

す

。

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

」

と

元

気

な

声

で

挨

拶

し

て

く

れ

ま

し

た 

又

、

園

長

先

生

・

父

兄

の

方

達

も

一

緒

に

協

力

し

て

下

さ

り

一

時

間

余

り

で

終

わ

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

綺

麗

に

な

っ

た

園

庭

で

園

児

達

が

元

気

に

遊

ん

で

く

れ

る

姿

を

想

い

浮

か

べ

る

と

、

疲

れ

も

吹

っ

飛

び

私

達

も

日

頃

の

運

動

不

足

が

解

消

さ

れ

良

い

体

力

作

り

に

な

り

ま

し

た

。 

    

第

一

回

若

生

会

第

一

回

若

生

会

第

一

回

若

生

会

第

一

回

若

生

会

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

大

会

大

会

大

会

大

会    
    

小

学

一

年

生

小

学

一

年

生

小

学

一

年

生

小

学

一

年

生

とととと

若

生

会

若

生

会

若

生

会

若

生

会    

世

代

間

世

代

間

世

代

間

世

代

間

交

流

会

交

流

会

交

流

会

交

流

会    

    

女

性

部

女

性

部

女

性

部

女

性

部    

海

蔵

幼

稚

海

蔵

幼

稚

海

蔵

幼

稚

海

蔵

幼

稚

園

草

取

園

草

取

園

草

取

園

草

取

りりりり

奉

仕

作

業

奉

仕

作

業

奉

仕

作

業

奉

仕

作

業    
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平

成

２８

年

7
月

6
日

～

９

日

迄

四

老

連

趣

味

の

作

品

展

が

四

日

市

文

化

会

館

第

一

展

示

棟

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

会

場

に

は

書

道

・

手

芸

・

絵

画

・

木

彫

り

等

趣

味

の

枠

を

超

え

た

二

二

六

作

品

が

展

示

さ

れ

、

そ

の

中

で

三

十

点

と

長

寿

六

点

の

方

が

入

選

さ

れ

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。 

 

長

寿

の

方

の

作

品

、

若

林

竹

齋

様

は

じ

め

六

名

の

方

の

作

品

は

人

生

感

あ

ふ

れ

る

作

品

で

、

私

達

に

目

的

・

気

力

・

生

き

が

い

を

導

い

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

又

、

入

選

さ

れ

た

作

品

は

１０

月

に

三

重

県

老

人

ク

ラ

ブ

が

行

う

文

化

作

品

展

に

出

展

さ

れ

ま

す

。 

      

 

     

平

成

２８

年

５

月

２５

日

、

野

田

若

生

会

の

歩

こ

う

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

野

田

町

の

公

会

所

か

ら

野

田

神

社

迄

の

コ

ー

ス

を

歩

き

ま

し

た

。

道

中

、

花

壇

に

植

え

ら

れ

た

草

花

や 

バ

ラ

の

花

・

緑

一

色

に

染

め

ら

れ

た

田

園

、

蛙

の 

泣

き

声

・

畑

に

は

夏

野

菜

が

植

え

ら

れ

初

夏

の

季

節

を

感

じ

な

が

ら

小

休

止

の

お

墓

に

到

着

。

そ

れ

ぞ

れ

に

先

祖

の

お

墓

参

り

を

し

て

最

終

到

着

地

点

の

神

社

に

て

写

真

撮

影

を

し

、

解

散

と

な

り

ま

し

た

。 

 

若

生

会

の

皆

さ

ん

も

歳

を

重

ね

ら

れ

、

シ

ル

バ

ー

カ

ー

・

杖

等

が

必

要

に

な

ら

れ

た

方

も

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す

が

、

元

気

に

参

加

し

て

下

さ

い

ま

し

た

。        
 

  

    

 

今

回

、

大

震

災

と

な

っ

た

熊

本

県

へ

の

義

援

金

に 

ご

協

力

頂

き

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

 

四

日

市

市

老

人

ク

ラ

ブ

で

は

百

四

十

七

万

九

千

百

十

九

円

で

し

た

、

そ

の

内

、

海

蔵

若

生

会

で

は 

九

万

四

千

百

円 

ご

協

力

頂

き

ま

し

た

、

会

員

の

皆

様

の

温

か

い

お

気

持

ち

が

被

災

さ

れ

た

熊

本

の

皆

さ

ん

に

届

い

た

事

と

思

い

ま

す

。 

  

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記    

     
 

今

回

は

四

老

連

の

旅

行

が

２

件

あ

り

ま

し

た

が 

 

紙

面

の

関

係

上

次

回

に

載

せ

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。 

 

ご

参

加

下

さ

っ

た

方

々

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

単

位

ク

ラ

ブ

行

事

等

原

稿

を

頂

い

た

ら

載

せ

ま

 
 

 
 

 
 

 

の

で

ご

協

力

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す 

 
 

今

回

の

記

事

で

載

せ

ら

れ

な

か

っ

た

写

真

が

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

沢

山

あ

り

ま

す

の

で

、

海

蔵

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 

 

（

若

生

会

）

で

ご

覧

く

だ

さ

い

。 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

編

集

委

員

編

集

委

員

編

集

委

員

編

集

委

員    

    

豊

田

好

弘

・

吉

原

孝

夫 

 

佐

久

間

照

子

・

岡

本

ひ

さ

子

・

堀

内

き

ぬ

子    
 

   

水

分
補
給

水

分
補
給

水

分
補
給

水

分
補
給    

 
 

 
 

 
 

 
 

忘忘忘忘
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援
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力
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